
『儒教三千年』は、1988年1月4日～8日、NHK教育

テレビで放映された「中国そして日本―陳舜臣の語

る儒教と現代」がもとになっています。

『儒教三千年』（朝日新聞社 1992）「あとがき」

から引用します。右表紙画像も同著。

朝日新聞図書編集室のほうから、それを本にまと

めたいというお話があり、原稿におこしてもらった

ものを読んでみると、はたして言いたりないところ

がたくさんあった。じっさいに手を入れてみると、

もとの形からずいぶんはなれ

たものになって行ったが、けっ

きょくペンの流れに従うこと

にした。 （中略）

いまでは一般の人の目には、

儒教が中国と等身大に映って

いるが、そうなった流れをた

どろうとしたのが、本書の狙

いの一つである。

（編集委員 橘雄三）
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陳
舜
臣
さ
ん
は
、
「
儒
教
の
源
流
は
、
殷
に
も
と
め

い
ん

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
次
の
『
帝
王
世
紀
』

の
記
述
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

殷
の
建
国
の
始
祖
で
あ
っ
た
湯
が
、
夏
の
桀
王
を
伐
っ

と
う

か

け
つ
お
う

う

た
あ
と
、
七
年
も
旱
魃
が
続
い
た
の
で
、
湯
は
み
ず
か

か
ん
ば
つ

ら
巫
祝
と
な
り
、
「
斎
戒
剪
髪
、
断
爪
」
、
身
を
犠
牲

ふ
し
ゅ
く

さ
い
か
い
せ
ん
ぱ
つ

だ
ん
そ
う

に
し
て
祈
る
と
た
ち
ま
ち
大
雨
が
降
っ
た
。

殷
王
朝
で
は
、
気
象
を
占
い
、
戦
、
狩
り
な
ど
を

卜
占
で
決
め
ま
し
た
が
、
こ
の
卜
占
を
王
が
主
宰
し
、

ぼ
く
せ
ん

王
が
あ
ら
ゆ
る
祭
司
権
を
独
占
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

殷
は
神
権
国
家
で
あ
り
、
殷
の
王
は
典
型
的
な
プ
リ
ー

ス
ト
・
キ
ン
グ
（
聖
職
者
の
王
）
で
あ
っ
た
の
で
す
。

殷
の
諸
侯
の
一
人
、
武
（
王
）
が
、
太
公
望
（
呂
尚
）

ぶ

た
い
こ
う
ぼ
う

り
ょ
し
ょ
う

を
師
と
し
、
殷
（
紂
王
）
を
滅
ぼ
し
（
放
伐
）
、
周
を

ち
ゅ
う
お
う

ほ
う
ば
つ

立
て
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
太
公
望
は
、
大
凶
と
出
た

卜
占
の
筮
竹
を
押
し
の
け
、
亀
甲
を
踏
み
つ
け
て
出
兵

ぜ
い
ち
く

し
、
殷
を
滅
ぼ
し
ま
し
た
。
卜
占
よ
り
人
間
の
判
断
力
、

合
理
性
を
貴
ん
だ
の
で
す
。

陳
さ
ん
は
、
「
こ
こ
に
人
間
主
義
の
萌
芽
が
み
え
ま

す
」
、
と
言
い
な
が
ら
、
「
す
で
に
、
殷
末
に
は
、
神

権
政
治
か
ら
、
人
間
政
治
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
た

気
配
が
濃
厚
で
す
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
武
王
が
死
に
、
幼
い
成
王
を
補

佐
し
た
周
公
の
時
代
、
孔
子
が
理
想
と
す
る
よ
う
な
政

し
ゅ
う
こ
う

治
が
行
わ
れ
た
の
は
そ
の
通
り
な
の
で
し
ょ
う
。

斉
の
桓
公
の
招
集
で
、
中
原
諸
侯
が
葵
丘
に
会
し
、

せ
い

か
ん
こ
う

き
き
ゅ
う

盟
を
な
し
、
そ
の
遵
守
を
誓
約
し
ま
し
た
。
当
時
、
力

め
い

じ
ゅ
ん
し
ゅ

を
つ
け
て
き
た
南
方
の
楚
を
意
識
し
て
の
も
の
で
す
。

第
一
条

不
孝
を
誅
せ
よ
。
樹
子
を
易
う
る
こ
と
無

ち
ゅ
う

か

か
れ
。
妾
を
以
て
妻
と
為
す
こ
と
無
か
れ
。

し
ょ
う

第
二
条

賢
を
尊
び
才
を
育
し
、
以
て
有
徳
を
彰
せ
。

あ
ら
わ

第
三
条

老
を
敬
い
幼
き
を
慈
し
み
、
賓
旅
を
忘
る

ひ
ん
り
ょ

る
こ
と
無
か
れ
。

第
四
条

士
は
官
を
世
（
世
襲
）
す
る
こ
と
無
か
れ
。

せ
い

官
事
は
摂
（
兼
任
）
す
る
こ
と
無
か
れ
。…

。

せ
つ

第
五
条

防
を
曲
ぐ
る
こ
と
無
か
れ
。
糴
（
穀
物
の

て
き

輸
入
）
を
遏
む
る
こ
と
無
か
れ
。…

。

と
ど

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
で
の
会
盟
で
は
、
誓
約
の
し
る

し
に
犠
牲
を
殺
し
て
、
そ
の
血
を
た
が
い
に
す
す
り
合
っ

た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
葵
丘
の
盟
か
ら
は
、

誓
約
の
事
項
を
し
る
し
た
書
を
、
縛
り
つ
け
た
動
物
の

背
に
載
せ
る
と
い

う
新
し
い
形
式
が

と
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
陳
さ
ん

は
、以

上
の
五
か
条

と
そ
の
誓
約
法
を

吟
味
し
て
み
ま
す

と
、
ど
う
し
て
も

「
儒
」
の
雰
囲
気

を
か
ん
じ
ま
す
。

と
、
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
百
年
、

春
秋
時
代
も
終
末

近
く
に
な
っ
て
孔

子
が
現
れ
ま
す
。

『儒教三千年』 各章の要約 「第一章 儒のルーツ」

儒
教
の
源
流
は
殷

殷
周
革
命
（
神
権
国
家
か
ら
人
間
的
政
権
へ
）

葵
丘
の
盟
（
前
六
五
一
年
）

右
の
画
像
は
、孔
子
の
話
を
聞
く
弟
子
た
ち

(

株)

エ
ス
ピ
ー
オ
ー
発
行
D
V
D
『
恕
の
人
ー
孔
子
伝
ー
』
よ
り



章

秦の焚書坑儒(ふんしょこうじゅ)などを経て漢代に入
ります。武帝の時代、漢が安定期に入ったころ、董
仲舒(とうちゅうじょ)という大儒者が現れ、儒教は
国教化されました。反体制から体制への変化です。

第
一
章
　
儒
の
ル
ー
ツ

第
二
章
　

「
礼
あ
り

、
名
あ
り

」

第
三
章
　
儒
の
変
貌

典礼問題。17～18世紀、中国におけるカトリックの布教に際し、中国人信徒が孔子崇拝や祖先
崇拝に参加することの可否を中心として起った論争。これを契機として清朝のキリスト教布教
の全面禁止に発展した。■イエズス会…適応主義、ドミニコ会及びフランシスコ会…厳格主義

清末、体制側にあって、政治改革を断行しようとしたグループがありました。そのリーダーが
康有為(こうゆうい)です。1898年の「戊戌(ぼじゅつ)変法」「百日維新」■『孔子改制考』、
『新学偽経考』

孔孟…朋有り、遠方より来たる、亦た楽しからずや。老荘…鄰国相い望み、鶏犬の声、相い聞
こゆ。民、老死に至るまで、相い往来せず。来客、とくに遠来の客を厚くもてなすのは、儒の
徳目の一つです。一方、後者は、「小国寡民」を理想としています。儒教が中国と等身大と
いっても、いつも前者というわけではありません。後者が表に出た時代もありました。

漢王朝になり、乱世が治まると、「孝」をはじめとして秩序の徳目を強調する儒は、体制に都
合の良い思想体系とみられました。儒は体制に身売りして、すっかり保守化してしまいまし
た。■叔孫通(しゅくそんとう)　董仲舒

儒的世界がもつことになった大きな問題点、「専門家軽視」。

科挙までの官吏登用制度としては、漢代の郷挙里選、魏晋南北朝の九品官人法がよく知れれて
います。このような時代を経て、煬帝のとき科挙が登場します。儒教は受験儒教となり、バラ
ンスのとれた教養を持つ人間になるという儒の理想の大きな部分が失われてしまいました。

孔子とその集団は慢性的失業状態にありました。そ
の理由です。①儒は孔子の時代から秦にいたるま
で、ずっと体制批判グループでした。孔子の主張を
実施すれば士大夫階層の既得権が侵されます。ま
た、②君主にとっては、春秋末期の食うか食われる
かの時代、徳治主義は悠長過ぎました。■原始儒教

内　　　　容

まず、夫婦愛し合っていたのに、「孝」という儒教の徳目の犠牲になって、母親の命令で離婚
した陸游(りくゆう)の話。ついで、太平天国討伐の曾国藩がかかげたスローガン、「礼教、名
教を守れ」にふれます。

1911年、辛亥革命が勃発しました。新しく誕生した「中華民国」の儒に対する姿勢は複雑でし
た。孫文、袁世凱、蔡元培らの儒に対するスタンスはかなり違います。1919年、五・四運動が
起こりました。魯迅や胡適といった人たちは、中国が生まれ変わるには、儒教体制から抜け出
さねばならないと考えていました。「打倒孔子商店！」。更には、文革時の「批孔批林」にま
で、言及しています。

画像は孔子と顔回(いしだ壱成)。背景は旅を続ける孔子と弟子たち。(株)エスピーオー『恕の人』より

儒の特徴をひとことで言えといわれると、私は「学問重視」を挙げたいとおもいます(p.92)。

漢王朝７代武帝は儒を国教化しましたが儒以外を排除したのではありません。名君の誉れ高い
９代宣帝も、その政治は特に儒教的というのではありませんでした。しかし、儒教に心酔した
10代元帝の時代、政治は乱れ、王莽（おうもう）の漢王朝簒奪に至りました。私はこれを王道あ
るいは儒教による政治の失敗とみなしません。それは教条主義の失敗です(p.111)。■三武一宗の法難

徳川幕府も朱子学を官学としたが、科挙は採用しませんでした。→ 価値観の多様化。■伊藤
仁斎 荻生徂徠 山鹿素行 中江藤樹 熊沢蕃山

2021.5.10 陳舜臣さんを語る会通信 NO.37 ＜ ２ ＞

江
戸
時
代(

一
六
七
〇)

岡

山
藩
主
池
田
光
政
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
た
、
岡
山
藩
直
営

の
庶
民
教
育
の
た
め
の
学
校
・

学
問
所
。
講
堂
は
国
宝
。

二
本
の
大
き
な
楷
の
木
の

か
い

奥
が
聖
廟
で
す
。
楷
の
木
は
、

曲
阜
の
孔
林
か
ら
持
ち
帰
っ

た
種
子
か
ら
育
て
た
と
の
こ

と
で
す
。

画
像
は
閑
谷
学
校
HP
よ
り

孔
子
を
祀
っ
た
聖
堂
の
あ
る

岡
山

閑
谷
学
校(

p.
81)

し
ず
た
に

『儒教三千年』 各章の要約 第一章(続)～第三章



最後、蒋介石の「以徳報怨」についての記述があります。

第
四
章
　
中
華
思
想
の
周
辺

第
六
章
　
儒
と
近
代

第
五
章
　
思
弁
へ
の
道

■北魏(鮮卑族)、漢族宰相崔浩と国史事件

儒には技術軽視の面があります。(p.161)

明代に入って王守仁(陽明)があらわれ、主観的唯心論の体系をつくりました。「心即理」「知
行合一(ちこうごういつ)」をキーワードとする陽明学です。朱子学が官学化したのに対し、陽
明学は官学に異を唱え、反体制でありました。江戸時代の陽明学者に、佐藤一斎、熊沢蕃山、
大塩中斎、佐久間象山、吉田松陰らがいます。

最近、「儒教圏繁栄論」とでもいうべき説が唱えられています。経済発展が進み、治安がよ
く、秩序が保たれているのはみな儒教圏ではないかとうものです。韓国、台湾、香港、シンガ
ポールで、四頭の竜などといわれています。儒教が近代化成功のキーワードだという説が有力
になってきたのです。李登輝さんは、四頭の竜に共通しているのは、儒教よりも、いずれも植民地を経験し
たことである、とおっしゃいました。私もそれに賛成です。(p.215)

反儒教論説として、明末の李贄(りし)、清末の譚嗣同(たんしどう)、清末から中華民国にかけ
ての厳復、中華民国期の陳独秀・胡適(こてき)・魯迅、幕末から明治にかけての福沢諭吉らに
ふれています。

康有為の師匠、広東の朱次琦(しゅじき)の「三世の説」を取り上げ、太平天国の首領、洪秀全
に与えた影響に言及しています。

陳舜臣さんは、朱子学や陽明学を「新儒学」と呼び、さらに、それを母体として、「新・新儒
学」とでも呼ぶべきものも誕生したとし、黄宗羲(こうそうぎ)と王夫之(おうふうし)の思想に
ふれています。

儒教は朝鮮までは、そのままのすがたで伝えられたのに、日本では儒教から祭司を抜いて、倫
理、学問、教養としての儒だけが採り入れられました。日本への儒の伝来で、はっきりと影響
があらわれるのは聖徳太子の憲法十七条からです。

アヘン戦争で負け、西洋の技術を取り入れようという洋務運動のなかで生まれたのが［中体西
用］です。西洋の大砲や軍艦などはすぐれているが、「体」(制度・文化)は西洋にまさると考
える、さらには、西洋文物の起源はすべて中国にあるとする思想です。［変法］は、日本の明
治維新にならって、「体」さえも変えようとするものです。

康有為、梁啓超らの戊戌の変法運動は失敗します(1898年)。続いて、義和団事件が起こり、更
に、辛亥革命に至り、清朝は倒れます。

儒教は、漢代に国教化されて以来、唐代まで訓詁(くんこ)の学でした。宋代になって、儒者た
ちも、訓詁だけではあきたりなくなります。北宋の周敦頤(しゅうとんい)、程顥(ていこう)、
程頤(ていい)らによって儒教の体系化、哲学化が進み、南宋の朱熹(しゅき)によって集大成さ
れたのが朱子学です。やがて、科挙は朱子学に拠るところとなり、学問は朱子学一色になって
しまいます。朱子学…「格物致知(かくぶつちち)」、徹底的な主知主義。

朱子学は「孔子にかえれ」を標榜。五経(詩経・書経・易経・春秋・礼記)中心から四書(大
学・中庸・論語・孟子)中心へ。

中華思想について要約します。古代、中原(黄河中流の南北の地域)には異なる部族が雑居し、
たがいに影響を与え合い、混血もおこなわれていました。失脚したグループが追放され、夷・
狄・蛮・戎(い・てき・ばん・じゅう)と名づけられました。そして、中原に残った諸部族のな
かから、中華思想が生まれました。彼らは決して自分たちを単一民族とは思っていませんでし
た。彼らのプライドは、血統ではなく、文明にあったのです。そんな背景を持つ儒は、とうぜ
ん、文明主義となりました。

「変法」というだけで、すでに儒はかなりのダメージを受けているのです。これまでの中国が儒とイコールであっ
たとすれば、中国の衰微は儒の衰退ということになります。儒教の悲劇は、国教化されたことです。(p.169)
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『儒教三千年』 各章の要約 第四章～第六章

繁栄する儒教圏四頭の竜 左より シンガポール 香港 台湾(台北) 韓国(ソウル) ja.wikipedia.orgより



白川静『字統』p.419、「儒」の記述から引用しま

す。なお、丸数字と下線は編集委員の加筆です。

①需は下級の巫祝が雨乞いをすることをいう。儒は
ふしゅく

その階層から起こったものであるから、儒という。

［説文］に②「柔なり、術士の偁なり」とあり、
せつもん

［礼記、儒行］の［鄭目録］に「儒の言たる、優なり、
ら いき てい

柔なり。能く人を安んじ、能く人を服す。又、儒なる

者は濡なり。先王の道を以て、能く其の身を濡す」と
じゅ うるほ

するが、③これらの義は儒学が国家の正教となるほど

の勢力をえたのちの考えかたで、墨子学派からみた当
ぼ くし

時の儒者は、その［墨子、節葬］に指摘するように、

富家の喪をあてにする葬儀屋であった。(中略)孔子は

そのような巫祝の伝統のなかから、普遍的な人間の道

を求めた。

ところで、陳さんは、まず、後漢の許慎の『説文
きょしん せつもん

解字』の②の部分を引用し、そこから解釈を広げ、
か い じ

「儒とは、人間が社会でスムーズに生活する術という

ことになります」と規定されます。続いて、白川『字

統』の①を引用、二つが共に、儒のルーツとして備わっ

ていたかのような記述になっています。陳さんが、白

川『字統』を引用しながら、③の記述に触れられない

のはどうしてでしょう。これは、『儒教三千年』の第

一章冒頭で、「儒」の二つの要

素として、祖先や天地を祀る祭

司部分と現世・実生活のモラル

を説く部分の二つを、ほぼ並列

的に挙げておられるのと軌を一

にします。

儒のルーツを考える上で、③

の記述は無視できません。
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第１頁、第一章の要約の補足 白川静『字統』の記述から

NHKBSプレミアム放映『空旅中国 英雄が駆けた道 老子と孔子の道』から

番
組
を
紹
介
す
る
前
に
、
先
ず
、
貝
塚
茂
樹
著

『
孔
子
』
（
岩
波
新
書
）
を
引
用
し
ま
す
。

孔
子
が
魯
国
を
改
革
し
、
三
桓
氏
を
打
倒
し
よ
う

さ
ん
か
ん
し

と
し
た
計
画
が
、
今
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
失
敗
し
、

失
望
の
す
え
祖
国
を
旅
出
っ
た
の
は
前
四
九
七
年
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
西
北
の
隣
国
で
中
原
の
文
化
国

で
も
あ
っ
た
衞
に
赴
い
て
、
し
ば
ら
く
足
を
休
め
た

後
、
南
下
し
て
宋
国
、
鄭
国
、
陳
国
、
蔡
国
な
ど
の

諸
国
を
歴
遊
し
、
さ
ら
に
衞
国
に
立
寄
っ
て
、
魯
国

に
帰
国
し
た
の
は
前
四
八
四
年
で
あ
る
。
こ
の
十
三

年
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
た
孔
子
の
外
遊
は
、
孔
子

に
と
っ
て
は
、
受
難
の
時
代
で
あ
り
、
一
生
を
通
じ

て
最
大
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
孔
子
は
衞
か
ら
南
下
す
る
前
に
、
一

度
覇
国
で
あ
る
晋
に
身
を
寄
せ
よ
う
と
し
て
西
方
に

は

し
ん

向
か
っ
た
こ
と
は
上
掲
書

に
も
記
述
が
あ
り
ま
す
。

番
組
の
く
だ
り
は
、
恐

ら
く
こ
の
時
の
旅
と
思
わ

れ
ま
す
。

晋
の
外
れ
に
あ
る
攔
車

ら
ん
し
ゃ

村
で
の
で
き
ご
と
で
す
。

牛
車
が
行
く
先
で
四
、
五

人
の
子
ど
も
が
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
道
の
真
ん
中
で
、

石
を
積
ん
で
お
城
を
作
っ

て
い
る
の
で
す
。
孔
子
は
、

車
が
通
れ
る
よ
う
に
そ
の

城
を
ど
か
し
て
ほ
し
い
と

頼
み
ま
し
た
。
子
ど
も
は

孔
子
に
言
い
ま
し
た
、

「
世
の
中
に
道

を
譲
る
お
城
が

あ
る
と
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
な

た
こ
そ
、
城
を

避
け
て
進
む
べ

き
で
す
」

孔
子
は
そ
の

道
理
の
正
し
さ

に
心
を
う
た
れ

ま
し
た
。
車
を

降
り
て
、
子
ど

も
た
ち
の
前
に

ひ
ざ
ま
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
を
師
と
仰
い
だ
と
い
い
ま
す
。

続
い
て
、
天
井
関
村
と
い
う
と
こ
ろ
で
の
出
来
事

て
ん
せ
い
か
ん

で
す
。
こ
こ
に
も
ふ
し
ぎ
な
伝
説
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
孔
子
の
一
行
が
辿
り
着
い
た
と

き
、
一
匹
の
リ
ス
が
足
も
と
に
駆
け
寄
っ
て

き
ま
し
た
。
木
の
実
を
抱
え
な
が
ら
、
孔
子

に
向
か
い
お
辞
儀
を
し
た
と
い
う
の
で
す
。

孔
子
は
こ
の
国
の
徳
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
賢
く
、

リ
ス
で
さ
え
礼
儀
を
わ
き
ま
え
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
国
に
、
果
た
し
て
、
自
分

が
必
要
だ
ろ
う
か
？
孔
子
は
考
え
ま
す
。
こ

の
先
、
進
ん
で
も
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

か
も
知
れ
な
い
。
一
行
は
車
の
向
き
を
ク
ル

リ
と
か
え
、
も
と
来
た
坂
道
を
下
っ

て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
攔
車
村
も
天
井
関
村
も
今
の
山
西
省

ら
ん
し
ゃ

て
ん
せ
い
か
ん

弟
子
を
伴
い
、晋
へ
向
か
う
途
上
の
出
来
事

孔
子
が
リ
ス
に
出
会
っ
た
丘



2021.5.10 陳舜臣さんを語る会通信 NO.37 ＜ ５ ＞

最晩期の一冊『論語抄』
『論語抄』（2007 中央公論新社）は、「あとがき」にあるように、「長いあいだのメモ（頭のなかのメモも

含めて）」を整理、執筆したもので、書き下ろしとしては最晩期の作品です。また、2009年、文庫本化されて

います（中公文庫）。下の枠内、傍線は編集委員の加筆。

『
論
語
』
10
巻
20
篇
、

篇
名
の
付
け
方
は
無
造
作

で
す
。
各
篇
の
は
じ
め
の

章
の
な
か
か
ら
、
二
字
な

い
し
は
三
字
を
つ
ま
み
と
っ

て
、
一
篇
の
名
と
し
て
い

ま
す
。

い
や
し
く
も
字
を
読
め

る
限
り
の
中
国
人
で
、

「
論
語
」
を
読
ま
な
い
人

間
は
な
く
、
ま
た
、
一
ば

ん
は
じ
め
に
読
む
書
物
は
、

「
論
語
」
で
あ
っ
た
。
儒

学
が
独
尊
の
地
位
を
失
っ

た
今
日
の
中
国
で
も
、
状

態
は
あ
ん
が
い
変
っ
て
い

な
い
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
状
態
は
日
本
に
も

波
及
し
た
。
日
本
人
が
中

国
の
書
物
を
読
む
よ
う
に

な
っ
て
以
来
、
も
っ
と
も

多
く
読
ま
れ
た
の
は
、
や

は
り
こ
れ
で
あ
っ
た
。

か
く
中
国
で
も
日
本
で

も
、
常
に
ひ
ろ
く
読
ま
れ

て
来
た
の
は
、
歴
代
の
政

府
の
政
策
も
、
あ
る
程
度
、

原
因
と
し
て
働
い
て
い
よ

う
。
し
か
し
よ
り
根
本
的

に
は
、
こ
の
書
物
が
、
人

間
の
生
き
方
に
つ
い
て
の

知
恵
を
、
広
汎
に
縦
横
に

与
え
る
と
い
う
魅
力
、
つ

ま
り
こ
の
書
物
自
身
に
内

在
す
る
魅
力
の
た
め
で
あ
っ

た
と
、
考
え
て
よ
い
。
ま

た
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
古

代
の
書
物
で
あ
る
か
ら
と

い
う
理
由
で
、
尊
重
さ
れ

て
来
た
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
古
今
を
超
越
し
た
、

人
生
の
知
恵
の
書
と
し
て
、

尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
こ
の
書
物
の

文
体
が
、
他
の
中
国
の
古

書
よ
り
も
、
か
く
だ
ん
に

平
易
で
あ
り
、
明
晰
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
、
あ
ず

か
っ
て
力
あ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
使
用
漢
字
数
が
、
全

部
で
千
五
百
二
十
字
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
文
体

の
平
易
さ
を
示
し
て
い
る
。

目

次

は
じ
め
に

学
而
第
一

が
く
じ

為
政
第
二

い
せ
い

八
佾
第
三

は
ち
い
つ

里
仁
第
四

り
じ
ん

公
冶
長
第
五

こ
う
や
ち
ょ
う

雍
也
第
六

よ
う
や

述
而
第
七

じ
ゅ
つ
じ

泰
伯
第
八

た
い
は
く

子
罕
第
九

し
か
ん

郷
党
第
十

き
ょ
う
と
う

先
進
第
十
一

せ
ん
し
ん

顔
淵
第
十
二

が
ん
え
ん

子
路
第
十
三

し

ろ
憲
問
第
十
四

け
ん
も
ん

衛
霊
公
第
十
五

え
い
れ
い
こ
う

季
氏
第
十
六

き

し

陽
貨
第
十
七

よ
う
か

微
子
第
十
八

び

し

子
張
第
十
九

し
ち
ょ
う

堯
日
第
二
十

ぎ
ょ
う
え
つ

あ
と
が
き

朝
日
文
庫
版
表
紙

中
国
の
歴
史
と
、
そ
こ
に
浮
沈
す
る

多
彩
な
人
間
像
を
描
き
続
け
て
き
た
著

者
が
幼
児
よ
り
親
し
み
、
常
に
座
右
の

愛
読
書
と
し
て
き
た
『
論
語
』
。
孔
子

と
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
録
に
、
人
間

を
、
自
分
を
み
、
世
界
を
、
歴
史
を
考

え
る
。
最
高
の
導
き
手
に
よ
る
、
ア
ジ

ア
の
「
古
典
の
中
の
古
典
」
へ
の
誘
い
。

『
論
語
』
は
こ
れ
か
ら
も
私
の
愛
読
書

で
あ
り
つ
づ
け
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
魅

力
は
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
き
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
私
が
『
論
語
』
を
読

む
と
き
は
、
こ
れ
を
読
ん
だ
多
く
の
人

た
ち
が
、
こ
の
部
分
を
読
ん
で
ど
う
思
っ

た
だ
ろ
う
か
、
と
想
像
す
る
た
の
し
み

が
あ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
私
が
『
阿
片
戦
争
』
を

書
い
た
と
き
、
欽
差
大
臣
の
林
則
徐

き
ん
さ

り
ん
そ
く
じ
ょ

（
一
七
八
五
ー
一
八
五
〇
）
な
ら
、

「
君
子
は
器
な
ら
ず
」
（
為
政
第
二
）

に
つ
い
て
ど
ん
な
意
見
を
も
っ
た
だ
ろ

う
か
な
ど
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

李
鴻
章
（
一
八
二
三
ー
一
九
〇
一
）
が

り
こ
う
し
ょ
う

日
本
と
屈
辱
的
な
講
和
条
約
を
結
ん
で

帰
国
す
る
と
き
、
「
身
を
殺
し
て
以
て

仁
と
成
す
」
（
衛
霊
公
第
十
五
）
の
句

を
思
い
う
か
べ
な
か
っ
た
か
と
想
像
し

て
み
る
の
で
す
。

こ
ん
な
時
、
彼
ら
が
『
論
語
』
を
読

ん
で
い
た
の
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
前

提
と
な
り
ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
た

い
し
て
、
バ
イ
ブ
ル
の
話
を
す
る
の
と

お
な
じ
こ
と
で
す
。

中
国
の
こ
と
ば
は
表
意
文
字
で
書
か

れ
る
の
で
、
二
千
年
前
と
今
と
で
も
、

ほ
と
ん
ど
意
味
は
通
じ
ま
す
。
し
か
し

竹
簡
や
木
簡
に
記
さ
れ
る
の
で
、
わ
か

り
き
っ
た
こ
と
は
よ
く
省
略
さ
れ
ま
す
。

二
千
年
前
の
常
識
は
今
の
そ
れ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
『
論
語
』
は
倫
理

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

歴
史
学
や
言
語
学
、
民
俗
学
の
宝
庫
で

す
。こ

れ
が
愛
読
書
で
あ
り
つ
づ
け
る
理

由
で
す
。

長
い
あ
い
だ
の
メ
モ
（
頭
の
な
か
の

メ
モ
も
含
め
て
）
を
、
い
ち
ど
整
理
し

て
み
る
気
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
仕
事

を
よ
く
把
握
し
て
下
さ
っ
た
中
央
公
論

新
社
の
宇
和
川
準
一
氏
の
慫
慂
に
よ
る

も
の
で
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
二
月

陳
舜
臣

文
庫
本

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
あ
と
が
き
」
転
載

文
庫
本
表
紙

各
篇
名
の
付
け
方

吉
川
幸
次
郎
『
論
語
』

「
ま
え
が
き
」
抜
粋
引
用

傍
線
は
編
集
委
員
加
筆



為
政
第
二

い
せ
い子

日
。
非
其
鬼
而
祭
之
。
諂
也
。

見
義
不
為
。
無
勇
也
。

子
曰
く
、
其
の
鬼
に
非
ず
し
て

し

い
わ

き

之
を
祭
る
は
諂
い
な
り
。
義
を

へ
つ
ら

見
て
為
ざ
る
は
、
勇
な
き
な
り
。

（
中
略
）

一
九
〇
七
年
、
女
性
の
革
命
家
秋

瑾
が
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
の
場

合
、
死
刑
は
た
い
て
い
絞
首
刑
で
す

が
、
謀
反
人
と
し
て
彼
女
は
斬
首
刑

と
な
っ
た
の
で
す
。
謀
反
人
の
遺
体

は
、
「
棄
市
」
と
い
っ
て
捨
て
ら
れ
、

き

し

引
き
取
り
に
行
く
と
逮
捕
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
承
知

の
上
で
、
盟
友
の
徐
自
華
と
呉
芝
瑛

じ

ょ
じ
か

ご

し
え
い

と
い
う
二
人
の
女
性
が
遺
体
を
引
き

取
っ
て
埋
葬
し
た
の
で
す
。
こ
う
い

う
の
が
「
勇
」
で
あ
り
ま
す
。

徐
自
華
と
呉
芝
瑛
は
、
秋
瑾
と
義

姉
妹
の
盟
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
義

姉
妹
の
誰
か
が
死
ね
ば
残
っ
た
者
が

そ
の
遺
体
を
杭
州
の
西
冷
橋
の
ほ
と

せ
い
れ
い
き
ょ
う

り
に
埋
葬

す
る
盟
約

が
あ
っ
た

の
で
す
。

(

文
庫
本

P
.
4
7
-
4
8
)

公
冶
長
第
五

こ
う
や
ち
ょ
う

季
文
子
。
三
思
而
後
行
。
子
聞
之

日
。
再
斯
可
矣
。

季
文
子
、
三
思
し
て
後
に
行
う
。

き
ぶ
ん
し

子
、
之
を
聞
い
て
曰
く
、
再
び

す
れ
ば
斯
に
可
な
り
。

こ
こ

（
中
略
）

明
末
清
初
時
代
、
明
の
靖
南
王
耿こ
う

精
忠
が
反
乱
を
起
し
て
福
建
を
維
持

し
て
い
た
こ
ろ
、
琉
球
の
使
節
の
高

良
親
方(

蔡
国
器)

が
明
と
清
へ
の
二

通
の
国
書
を
用
意
し
、
到
着
し
て
み

る
と
残
明
勢
力
は
敗
北
し
て
い
た
の

で
、
明
へ
の
文
書
を
焼
き
す
て
、
清

へ
の
咨
文(

琉
球
王
府
か
ら
福
建
布
政

し
ぶ
ん

使
司
に
宛
て
た
文
書)

を
進
め
た
こ
と

が
思
い
あ
わ
さ
れ
ま
す
。
一
六
七
七

年
の
こ
と
で
し
た
。
乱
世
に
は
こ
の

よ
う
な
慎
重
さ
が
望
ま
し
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

(
P
.
7
4
)

述
而
第
七

じ
ゅ
つ
じ子

日
。
甚
矣
吾
衰
也
。
久
矣
吾
不

復
夢
見
周
公
。

子
日
く
、
甚
だ
し
い
か
な
、
吾

は
な
は

が
衰
う
る
や
。
久
し
い
か
な
、

吾
れ
復
た
夢
に
周
公
を
見
ず
。

ま

（
中
略
）

孔
子
は
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
と
、

自
分
は
創
造
者
で
は
な
く
、
祖
述
者

に
す
ぎ
な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
礼
楽
、
制
度
を
創
造
し

た
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は

孔
子
が
夢
に
み
た
周
公
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
の
周
公
を
夢
に
み
る
こ
と
が

近
ご
ろ
な
く
な
っ
た
と
、
孔
子
は
老

い
を
な
げ
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十

世
紀
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
孔
子
こ

そ
が
創
造
者
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ

ら
わ
れ
ま
し
た
。
周
公
の
名
を
か
り

て
制
度
や
礼
楽
を
孔
子
が
つ
く
っ
た

と
い
う
の
で
す
。

清
の
光
緒
二
十
三
年(

一
八
九
七)

に
康
有
為
と
い
う
人
物
が
『
孔
子
改

制
考
』
と
い
う
本
を
出
版
し
ま
し
た
。

こ
れ
は

学
界
に
大

き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え

ま
し
た
。

夏
殷
周
の

三
代
は
も
と
よ
り
、
堯
、
舜
な
ど
の

聖
天
子
は
す
べ
て
孔
子
の
頭
か
ら
つ

く
り
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

の
で
す
。
孔
子
は
き
た
る
べ
き
新
王

朝
の
た
め
に
、
古
の
制
度
を
考
証
す

る
よ
う
に
装
い
な
が
ら
、
制
度
を
改

訂
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
国
は
立
憲
制
で
な
け
れ
ば
生
き

の
び
ら
れ
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、

隣
の
日
本
が
維
新(

改
制)

で
成
功
し

て
い
る
こ
と
が
、
こ
ん
な
説
を
う
ん

だ
の
で
し
ょ
う
。

(P
.88

-9
0)

子
路
第
十
三

し

ろ葉
公
語
孔
子
日
。
吾
党
有
直
躬
者
。

其
父
攘
羊
。
而
子
証
之
。
孔
子
日
。

吾
党
之
直
者
異
於
是
。
父
為
子
隠
。

子
為
父
隠
。
直
在
其
中
矣
。

葉
公
、
孔
子
に
語
り
て
日
く
、

し
ょ
う吾

が
党
に
直
躬
な
る
者
有
り
。

ち
ょ
く
き
ゅ
う

其
の
父
、
羊
を
攘
む
。
而
し
て

ぬ
す

子
、
之
を
証
せ
り
。
孔
子
日
く
、

吾
が
党
の
直
き
者
は
是
に
異
な

な
お

り
。
父
は
子
の
為
に
隠
し
、
子

は
父
の
為
に
隠
す
。
直
き
こ
と

其
の
中
に
在
り
。

（
中
略
）

法
律
至
上
主
義
ー
中
国
風
に
言
え

ば
、
こ
れ
は
法
家
思
想
の
極
致
で
し
ょ

う
。
近
代
中
国
で
法
家
思
想
が
最
も

盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
、
文
化
大
革
命

の
時
代
で
し
た
。
事
実
、
親
を
告
発

し
た
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
の
で
す
。

文
革
時
代
に
は
、
親
を
告
発
す
る
息

子
が
肯
定
さ
れ
ま
し
た
。(

P.
16
5)
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こ
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発
す
る
息
子
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